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今
回
の
個
別
施
設
計
画
第

一
期
後
期
の
改
訂
に
つ

い
て
、
簡
単
な
報
告
の
み
で
ど
の

よ
う
な
過
程
を
経
て
現
状
の
個
別

施
設
計
画
第
一
期
後
期
が
策
定
さ

れ
た
の
か
不
明
で
あ
り
、
改
訂
に

至
っ
た
経
緯
を
問
う
。

個
別
計
画
は
、
公
共
施
設

総
合
管
理
計
画
の
方
針
を

受
け
、
そ
れ
を
展
開
し
て
い
る
。

　
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
は
、

令
和
３
年
度
に
改
定
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
関
係
性
に
つ
い
て

具
体
的
に
説
明
を
求
め
る
。

　

昨
年
の
６
月
議
会
に
自
然
や
歴

　

本
計
画
は
２
０
１
９
年
３
月
に

策
定
し
、
第
一
期
の
計
画
期
間
を

８
年
間
と
し
、
中
間
年
に
計
画
を

見
直
す
と
し
て
い
た
た
め
、
今
回

見
直
し
を
実
施
し
た
。

　

平
成
28
年
度
に
総
合
管
理
計
画

を
策
定
以
降
、
各
自
治
体
の
取
り

組
み
に
よ
り
状
況
に
変
化
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
公
共
施
設
等
の
状
況

把
握
の
た
め
、
国
の
改
訂
指
針
に

　

今
ま
で
か
ら
大
き
な
テ
ー
マ
に

（
町
長
）

（
公
共
施
設
最
適
配
置
推
進
室
長
）

（
公
共
施
設
最
適
配
置
推
進
室
長
）

（
町
長
）

問問

答

答答

答

公
共
施
設（
建
物
）個
別
施

設
計
画（
第
一
期
）後
期
に

示
さ
れ
た
計
画
に
つ
い
て

町
長
二
期
目
の
選
挙
公
約
。

自
然
環
境
を
生
か
し
、
過

疎
化
が
進
む
町
東
部
の
活

性
化
に
つ
い
て

自然環境を生かし、過疎化が進む
町東部地域の活性化は

Q

地域の活性化は行政の力だけではなく
民間等の活力が必要

A

町長２期目の選挙時の
公約とは

自然豊かな宇曽川渓谷

町
長
は
二
期
目
の
選
挙
の

な
か
で
自
然
環
境
を
生
か

し
、
過
疎
化
が
進
む
町
東
部
の
活

性
化
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

　
二
期
目
の
初
年
度
、
こ
の
点
に

つ
い
て
質
問
し
た
が
二
期
目
が
始

ま
っ
た
時
期
で
も
あ
り
、
具
体
的

な
答
弁
は
い
た
だ
け
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
今
回
、
一
年
経
過
し
再

度
町
長
の
考
え
を
問
う
。

こ
の
質
問
は
選
挙
が
あ
っ

た
と
き
に
公
約
さ
れ
た
部

分
で
あ
り
、
町
民
の
多
く
の
方
々

が
考
え
て
お
ら
れ
る
こ
と
と
、
こ

の
答
弁
で
も
っ
て
、
町
長
が
考
え

て
お
ら
れ
る
こ
と
を
ど
の
よ
う
に

受
け
止
め
て
お
ら
れ
る
か
、
も
う

少
し
具
体
的
な
点
を
問
う
。

問

問

外川　善正外川　善正 議員議員

録画配信はこちら録画配信はこちら

新
型
コ
ロ
ナ
に
つ
い
て

ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー

医
療
費
無
料
化
に
つ
い
て

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

　
　
　
　
　
　
苦
情
処
理

ご
み
減
量
化

庁
舎
集
約
化
計
画
に
つ
い
て

①
推
奨
さ
れ
る
情
報
等
は
広
報
等

で
広
く
住
民
周
知
に
努
め
る
。

　
　
（
健
康
推
進
課
長
）

②
件
数
は
減
少
傾
向
で
あ
る
。

　
　
（
ワ
ク
チ
ン
接
種
推
進
室
長
）

③
令
和
５
年
度
春
・
夏
ワ
ク
チ
ン

接
種
対
象
者
の
接
種
率
は
65
歳
以

上
が
42
．２
％
。（
５
月
末
日
）
自

宅
か
ら
接
種
会
場
ま
で
送
迎
の
用

意
が
あ
る
。

　

現
時
点
で
そ
の
計
画
は
な
い
。

（
く
ら
し
安
全
環
境
課
長
）

（
住
民
課
長
）

答答

庁舎集約化後の福祉課・健
康推進課・子ども支援課は

17

５
月
８
日
か
ら
新
型
コ
ロ

ナ
が
５
類
に
な
っ
た
。

①
変
わ
り
な
く
情
報
提
供
を
す
る

こ
と
を
求
め
る
。

②
新
型
コ
ロ
ナ
に
つ
い
て
の
相
談

は
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

③
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
・
接
種
会
場

へ
の
交
通
手
段
の
支
援
は
。

18
歳
ま
で
の
医
療
費
無
料

化
の
実
施
を
求
め
る
。

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
に
第
三
者
委
員
が
設
置

さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
苦
情
に
対

す
る
対
応
は
。

今
年
度
か
ら
、
ご
み
カ
レ

ン
ダ
ー
が
毎
月
の
形
式
か

ら
一
枚
に
年
間
全
て
が
記
入
さ
れ

た
も
の
に
変
わ
っ
た
。
そ
の
理
由

は
。

フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業
の
取

り
組
み
に
向
け
た
現
在
の

進
捗
状
況
と
今
後
の
具
体
的
な
計

画
は
。

庁
舎
集
約
化
で
、福
祉
課・

健
康
推
進
課
・
子
ど
も
支

援
課
は
現
在
の
保
健
セ
ン
タ
ー
に

移
る
計
画
で
あ
る
。
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
サ
ー
ビ
ス
維
持
の
た
め
愛
知
川

庁
舎
一
階
の
課
の
配
置
は
現
状
の

ま
ま
に
す
る
よ
う
、
計
画
変
更
を

求
め
る
。

チ
ャ
レ
ン
ジ 

家
庭
ご
み
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％
減
量
化
作
戦
の
取
り

組
み
で
昨
年
か
ら
の
改
善
と
考
え

方
は
。

今
年
度
中
に
町
民
の
声
を

積
極
的
に
聴
き
、
来
年
度

か
ら
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
を
元
の
形

式
に
戻
す
こ
と
を
含
め
、
使
い
や

す
い
形
を
検
討
・
改
善
す
る
こ
と

を
求
め
る
。

　

ご
み
削
減
に
つ
な
げ
る
第
一
歩

と
し
て
、
令
和
５
年
度
カ
レ
ン
ダ

ー
を
１
枚
両
面
仕
様
に
変
更
し
、

最
終
的
に
廃
棄
物
と
し
て
出
さ
れ

る
際
の
紙
の
減
量
化
を
図
っ
た
。

　

各
種
イ
ベ
ン
ト
等
で
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
予
定
し
て
い
る
。
ご
意

見
を
頂
き
な
が
ら
、
検
討
し
た
い
。

　

未
利
用
食
品
を
有
効
活
用
す
る

た
め
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
団
体
と
協

議
し
て
い
る
。
今
後
、
福
祉
・
教

育
部
局
と
連
携
を
密
に
し
、
フ
ー

ド
バ
ン
ク
活
動
団
体
・
子
ど
も
食

堂
・
事
業
者
等
と
連
携
し
た
い
。

　

減
量
化
に
向
け
た
取
り
組
み
等

の
意
見
を
投
函
で
き
る
よ
う
に
し

た
。
そ
の
意
見
を
次
年
度
以
降
の

さ
ら
な
る
減
量
化
に
反
映
し
た
い
。

　

福
祉
課
に
相
談
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
、
聞
き
取
り
し
て
支
援
す
る
。

　

福
祉
関
係
の
三
つ
の
課
は
、
現

在
の
保
健
セ
ン
タ
ー
に
配
置
す
る
。

（
く
ら
し
安
全
環
境
課
長
）

（
く
ら
し
安
全
環
境
課
長
）

（
く
ら
し
安
全
環
境
課
長
）

（
く
ら
し
安
全
環
境
課
長
）

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
）

（
町
長
）

問問

問

問

問

問

問

問 答答

答

答答答

ワンストップサービス維持のため、
現状配置の継続を

Q

福祉関係の3つの課は、現在の保健センター
に配置する

A瀧　すみ江瀧　すみ江 議員議員

録画配信はこちら録画配信はこちら

基
づ
き
見
直
し
を
行
っ
た
。

　

ま
た
財
源
部
分
に
お
い
て
、
総

合
管
理
計
画
の
改
訂
状
況
を
踏
ま

え
、
今
後
の
公
共
施
設
適
正
管
理

事
業
債
の
継
続
を
考
え
る
と
さ
れ

た
こ
と
も
あ
り
見
直
し
を
行
っ
た

も
の
で
あ
る
。

　

個
別
施
設
計
画
に
お
い
て
は
、

前
期
計
画
以
降
の
整
備
の
方
向
性

を
反
映
し
、
個
々
の
施
設
に
つ
い

て
、
具
体
的
に
ど
の
様
な
取
り
組

み
を
し
て
い
く
の
か
等
を
踏
ま
え
、

当
初
の
計
画
ど
お
り
中
間
年
で
の

見
直
し
を
行
っ
た
。

史
・
文
化
遺
産
な
ど
多
様
な
地
域

資
源
が
存
在
す
る
町
東
部
地
域
で

あ
る
が
、
そ
の
活
性
化
は
行
政
の

力
だ
け
で
成
し
得
る
も
の
で
は
な

く
、
住
民
参
画
や
民
間
活
力
の
活

用
な
ど
、
様
々
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
の
参
画
を
促
し
、
関
連
す
る

施
策
等
が
相
乗
効
果
を
生
む
仕
組

み
づ
く
り
や
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
が
肝
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る

こ
と
を
答
弁
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

本
町
で
は
、
令
和
４
年
度
に
策

定
し
た
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
に
お
い
て
、
東
部
地
域
の
将

来
都
市
構
造
を
設
定
し
て
い
る
。

　

多
様
な
地
域
資
源
を
生
か
し
た

余
暇
や
娯
楽
と
密
接
に
つ
な
が
る

機
能
や
農
と
の
交
流
な
ど
の
ほ
か
、

町
内
外
か
ら
の
集
客
を
図
る
観
光

機
能
等
の
発
揮
に
向
け
た
環
境
整

備
に
取
り
組
む
と
し
て
い
る
。

な
っ
て
い
る
こ
と
で
、
行
政
が
音

頭
を
取
り
な
が
ら
と
い
う
形
で
進

め
る
も
の
か
と
思
い
な
が
ら
、
一

方
、
行
政
主
体
で
や
っ
た
と
き
は

な
か
な
か
難
し
く
民
間
業
者
の
方
、

地
域
の
方
々
が
自
ら
盛
り
立
て
て

行
こ
う
と
い
う
両
方
が
あ
っ
て
、

皆
さ
ん
か
ら
支
持
を
受
け
る
と
感

じ
て
い
る
。

　

ま
ず
は
行
政
と
し
て
の
位
置
づ

け
を
し
っ
か
り
と
作
っ
て
い
く
。

そ
し
て
、
そ
の
先
に
は
多
様
な

方
々
と
手
を
つ
な
ぎ
な
が
ら
、
地

域
の
方
々
か
ら
の
提
案
を
し
っ
か

り
あ
ざ
な
っ
て
い
く
と
い
う
プ

ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
を
共
に
作
っ
て
い

く
。


